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要旨

地方に位置する看護系大学においてIT衆境の基盤整備は重要な因子の1つであるが,特に独立行

政法人(旧国立大学)と私学支援制度の狭間にある公立大学では予算的な制限,人的資源等諸般の事情

から遅々として進捗しない現状がある.本研究は経済的かつ実用性の両面を考慮した遠隔教育研究支

援システムの構築という面からだけでなく,性能測定評価を行い実用性も示した.

目的

本研究事業は研究的側面と事業的側面の2つの側面を持つ.本稿では研究的側面について述べ,事

業的側面は別稿で述べる.

遠隔教育の歴史は古いが放送型の遠隔教育からインターネットを使ったネットワーク型遠隔教育

は1980年後半以降に登場してきている.近年はSOI(WIDE University, School of Internet)に代表
されるアジアの有力大学をつなぐ遠隔教育ネットワークが登場し([1)],[1)]),Stanford等米国有力大

学もStanfordonlinel,遠隔教育のカタログの老舗Person,Sの看護学の分野では成人看護,小児看護,

CNSコースと20以上のコースを紹介し学位の取得,資格の取得等解説している.

日本では放送大学および有力大学,予備校等で遠隔授業を実施しているが大規模な設備施設,人員

経費を必要とするものであり,単科の公立看護大学での実現は難しいと思われる.

遠隔教育で様々な教材はWWWW(World Wide Web)で提示することは可能であるが,教育(研

究も合印環境では双方向リアルタイムコミュニケーションである音声,動画像による伝達が必要で
あるが,

1.学内ネットワークは防火壁(ファイヤーウォール,FireWall)に包まれている.

2.IP(Internet Protocol)アドレス割り当てが少ない

3.遠隔教育システムを操作する人員がいない

本学では,非常に困難な課題である.

そこで本研究では,仮想ネットワーク接続で,クライアント側を本学ネットワーク接続し,

Microsoft社のWindows XP添付アプリケーションで実用的で安価で手軽な遠隔教育システムの基

盤を作成し,その性能評価をおこなうことを目的とする.

研究方法

図1-3に示すような遠隔教育支援装置を作成し各講義室,プロジェクト研究室に合計12台設置し

実験用としてクライアントPC6台を自習室及び情報演習室に設置し,総計18台の装置と既存PCで

実験を行なった.図4は講義室に設置した装置(既存装置を合む)である.

1 標語はDelivering Stanford Education Anywhere and Anytimeである.
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図1プロジェクト研究室に置く教材表示装置,

図2クライアントPC(自習室)

図3左:講議室に設置した教材表示装置(人体模型の奥)  右:中央:カメラ
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図4講義室に設置した装置の全景

表1主な使用機器等及びソフトウェアの概要

装置名 製造または販売会社 備考

カメラおよび Logitech 社 10 万画素

ヘッドホン インターネットスターターキット

PC M ouse Com puter CPU :Celeron 2.6D
N E C 他 主メモリ512M B

ハードディスク容量40G B

LAN :100B ase-T

V PN サーバ Proside社製 XE ON 2.8Ghz,D ual
主メモリ1G B ,

ハードディスク容量250G B

LAN :1000Base-T

ル一夕 YAM AH A 社製 R TX3000

0 S M icroso氏社製 W indow sXP Professional

会議用ソフトウエア M icrosoft 社製 N etm eetingVer.3

V PN ソフトウエア

(クライアント)

ソフトイーサ社製 PacktiX VPN 2.0 Client Build 5080

VP N ソフトウエア ソフトイーサ社製 PacketiX V PN Server 2.0 Standard

(サーバ) E dition

測定方法

次の3レベルで2台のPCをPacketiX VPN Clientで接続し, 10分毎のIPパケット数を4回測

定した.いずれも暗号化あり,圧縮無しのパラメタで行なった.

(A)本学ドメインに参加し,何も操作しない状態

(B) Net Meetingを起動し通話状態.
(C)伯)の状態に加えて動画像転送を行なった場合.

計数方法はWindows標準添付のネットワークモニタ機能とサーバソフトウェアのログ機能を使用

した.
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結果

喪失パケット,コリュージョンは計測できなかった.各(A),(B),(C)の平均値と標準偏差を示す.

表2各レベルにおける測定結果

レベル パケット数 標準偏差 平均バイ ト数

(A) 7,851 86 456

(B ) 12,504 1,856 529

(C ) 18,616 3,200 59 1

図5　画像の質を示す例

静止画像では特に問題が無い撮影物体が早く動作した

場合には,ブレ現象が発生する.

考察

帯域幅について　表2より1組で最大200Kbps程度の帯域を使用していることがわかる.この使
用帯域幅はサーバの性能,クライアント側の設定,カメラの性能に依存するが,簡単な授業風景の送

出程度の利用状況を考えると,問題は無いとも考えることができる.すなわち帯域という観点からは

同時5-10台程度までは十分に実用になると思われる.

画質音声について　音声に関しては主観的な判断しかできないが,携帯電話の通話よりも良いが固

定電話の通話以下という印象を持った.

動画画質について　今回実験のWEBカメラの画像の画質は10万画素なので携帯電話の画素数

よりはるかに悪いが,動画としては携帯電話のTV電話の画像よりはるかに実用的であるように思え

た.しかしながら,詳細な画像とはいえないので,実習などの詳細な部分が必要な場合には利用でき

ないと考えられる.

結論と提言

前述の考察から数台程度のPCによる遠隔授業は十分な実用性があると考えられた.しかし,

Netmeetingを使用した遠隔授業に必要なIIS (Internet Location Server)サーバ,新しい国際標準
(SIP, Session Initiation Protocol)を踏まえたネットワーク整備を行なえは遠くはなれた学外の

講義を学内で,逆に学内講義を学外に配送できるので,今後さらなる検討と整備が必要と思われる.

謝辞

本センタ一研究部長の柿川房子教授,中島紀恵子学長をはじめ,実際のシステム構成に多大な尽力を
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場
合
(W
in
do
ws
XP
 S
P2
)、

「
実
行
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

(イ
)次

に
以

下
の

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
の

で
、

「
は

い
(Y

)」
を

押
し

て
く

だ
さ

い
。
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(ウ
)次

に
以

下
の

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
の

で
、

「
次

へ
(N
)」

を
押

し
て

く
だ

さ
い

。

(エ
)次

に
以

下
の

画
面

が
表

示
ま

す
の

で
、

「
使

用
許

諾
契

約
の

条
項

に
こ

同
意

し
ま

す
」

を
選

択
し

「
次

へ
(N

〉
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

(オ
)次

に
以
下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
「
ユ
ー
ザ
名
(U
)」

「
所
属
(O
)」

を
入
力
し
、
「
次
へ
(N
)>
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。
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潟
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(カ
)次

に
以
下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
「
次
へ
(N
)>
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

(キ
)次

に
以
下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
「
す
べ
て
(O
)」

を
選
択
し
、
「
次
へ
(N
)>
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

(ク
)次

に
以
下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
(I
)」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
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(ケ
)次

に
以
下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
「
最
適
化
は
行
わ
な
い
（
D)
」
を
選
択
し
「
次
へ
(N
)」

を
押
し
て
く

ださ
い。

(コ
)イ

ン
ス

ト
ー

ル
が

始
ま

り
、

完
了

す
る

と
以

下
の

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
の

で
「

完
了

(F
)」

を
押

し
て

く
だ

さ
い

。

以
上
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル

作
業

は
終

了
で

す
。

1
2
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P
a
c
k
e
ゼ
X
V
P
N
接
続
設
定

(ア
)デ

ス
ク

ト
ッ

プ
上

に
あ

る
　

「
Pa

ck
et

iX
 V

PN
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
接

続
」

を
実

行
し

ま
す

。

(イ
)以

下
の

画
面

が
表

示
さ

れ
ま

す
の

で
、

「
新

し
い

接
続

設
定

の
作

成
」

を
実

行
（

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
)い

た
し

ま
す

。

1
3
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ウ
)以

下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
る
の
で
「
は
い
(N
)」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

(工
)以

下
の
画
面
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
仮
想
LA
Nカ

ー
ド
の
名
前
の
所
に

ga
te
.n
ii
ga
ta
-c
n　

と
入

力
し

「
OK
」

を
押

し
て

く
だ

さ
い
。

(オ
)下

の
仮
想
LA
Nカ

ー
ド
名
の
所
に
「
VP
N 
Cl
ie
nt
 A
da
pt
er
 -
 g
at
e.
ni
ig
at
a-
cn
」
」
と
入
っ
て
い
る
の
を
確

認
し
「
新
し
い
接
続
設
定
の
作
成
」
を
実
行
（
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
)い

た
し
ま
す
。
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潟
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(カ
)以

下
の

画
面

が
表

示
さ

れ
る

の
で

、
以

下
の

よ
う

に
入

力
し

て
く

だ
さ

い
。
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接続
設定

名:
gat

e.n
iig

ata
-cn

ホス
ト名

　　
:20

2.2
22.

142
.21

3

ポ
ー
ト
番
号
　
:8
88
8

仮想
HUB

名　
 :g

ate
.ni

iga
ta-

cn

※
ホ
ス
ト
名
、
ポ
ー
ト
番
号
が
合
っ
て
い
る
場
合
、
自
動
的
に
表
示
さ
れ
ま
す

ユ
ー

ザ
名

:指
定

さ
れ

た
も

の
パ

ス
ワ

ー
ド

:指
定
さ

れ
た

も
の

上
記

を
入

力
し

た
ら

「
OK
」

を
押

し
て

く
だ

さ
い

。
⑦

「
接

続
設

定
名

」
の

所
に

「
ga
te
.n
ii
ga
ta
-c
n」

が
作

成
さ

れ
た
の
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

以
上

で
接

続
設

定
は

完
了

で
す

。

1
6
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V
P
N
接
続
方
法

①
画

面
右

下
に

あ
る

Pa
ck

et
iX

 V
PN

の
ア

イ
コ

ン
を

ダ
ブ

ル
ク

リ
ッ

ク
い

た
し

ま
す

。

※
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
上

に
あ

る
「

Pa
ck

et
iX

 V
PN

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

接
統

」
を

実
行

し
て

も
良

い
で

す

①「
接続

設定
名」

の「
gat

e.n
iig

ata
-cn

」実
行（

ダブ
ルク

リッ
ク）

いた
しま

す。

1
7
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②
接
続
が
完
了
す
る
と
以
下
の
様
に
な
り
ま
す
。

※
「
オ
フ
ラ
イ
ン
」
か
ら
「
接
続
済
み
（
通
信
中
)」

に
な
り
ま
す

以上
でV

PN接
続は

完了
です

。

1
8
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V
P
N
切

断
方
法

(ア
)画

面
右
下
に
あ
る
Pa
ck
et
iX
 V
PN
の
ア
イ
コ
ン
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

※
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
に
あ
る
「
Pa
ck
et
iX
 V
PN
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
接
続
」
を
実
行
し
て
も
良
い
で
す

(イ
)「

ga
te

.n
ii

ga
ta

-c
n」

を
右
ク
リ
ッ
ク
し
「
切
断
(I

)」
を
選
択
い
た
し
ま
す
。

1
9
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(ウ
)切

断が
完了

する
と以

下の
よう

に表
示さ

れま
す。

※
「

接
続

済
み

（
通
信
中
)」

か
ら
「
オ
フ
ラ
イ
ン
」
に
な
り
ま
す

以
上

で
VP

N切
断

は
完

了
で

す
。

2
0


